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あとがき 

 

本「自己点検・評価報告書（京都大学農学研究科/農学部の現状と課題Ⅶ）」の作成にあたっ

ては、前回（同現状と課題 VI、平成 23 年 12 月）と同じ 15 章構成とし、今対象期間におけ

る取り組みや実績が比較できるように配慮した。また前回外部評価でいただいた意見に対す

る回答や対応も各章に加えた。 

 

自己点検・評価は、当該期間の最終年度中に行う場合がある。しかし今回は、より正確な自

己点検・評価をめざし、対象とする平成 23～25 年度のすべてのデータや調査結果を得た後、

それをもとに平成 26 年度に実施するという方針で臨んだ。 

 

本報告書の作成にあたっては、平成 25 年度に研究科運営会議で作業部会を編成し、平成 26

年夏の完成をめざして執筆作業を進めた。構成としては、独立行政法人大学評価・学位授与

機構が行う認証評価の基準をもとに前回の自己評価・点検で設定された大観点にそれぞれ一

章をあて、各節で状況説明、分析評および根拠となる資料一覧を記載するまとめ方を採用し

た。アンケート調査やデータ収集・整理に時間を要し、結果として完成が予定をより遅れて

しまったが、作業部会のメンバーと関係事務スタッフの労苦と甚大な協力の下、公表出版に

こぎ着けることができた。作成に携わった方々にお礼を申し上げる。 

 

本「自己点検・評価報告書」は京都大学農学研究科/農学部の教育、研究、運営、社会・国際

貢献等の諸活動が、本学の掲げる「理念・目標」に沿ったものであるか、また「第２期（平

成 22 年度～27 年度）中期目標・中期計画及び行動計画」を達成する上で効果的に機能して

いるかを確認する材料を提供するものである。加えて、「はじめに」で記したように最近の国

立大学および京都大学の変革の動きの中で、今後の進むべき方向や取り組むべき課題を明確

にし、よりよい教育研究とそれを実現できる体制を構築することに役立てたいと考えている。 

 

農学研究科/農学部の構成員の皆様には尚いっそうのご尽力、ご協力をお願いしたい。 

 

自己点検・評価作業部会を代表して 

宮川 恒 
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